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令和６年度地域包括ケア総合推進・支援事業市町村支援実施状況 

実績値は R6.12 末時点の値 

１ 総括的事業 

事業名 実施内容 

(1) 介護予防に

関する事業

評価・市町村

支援委員会 

○介護予防・フレイル対策等に関する事業評価及び介護予防・フレイル対策等に関する

事業について市町村に対して行う支援に関する重要事項を調査審議する 

 

(1) 日時 令和７年１月２９日（水）午後３時から午後４時３０分まで   

(2) 方法 対面及びオンライン 

(3) 議題  

イ 令和６年度市町村介護予防事業（総合事業）の進捗状況 

ロ 令和６年度市町村支援実施状況 

ハ 令和７年度市町村支援事業計画（案） 

 

(2) 市町村担当

課長セミナ

ー 

○「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」関係担当課長が、一体的実施事業の理

解を深め、市町村における庁内関係各課との連携を推進する 

 

(1) 日時 令和６年５月１６日（金）午後２時から午後３時４５分まで 

(2) 方法 オンライン形式（Webex ミーティング） 

(3) 参加者 ７７人（２６市町、東北厚生局、国保連合会及び県） 

(4) 内容等 

イ 講義 

 「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」効果的な取組について 

                  東北大学名誉教授 辻 一郎 氏 

ロ 事業説明 

 ・「令和６年度市町村支援事業計画」について 

 ・「フレイル対策に係る出前講座」について 

 ・「高齢者のコミュニティ活動におけるデジタル技術活用マニュアル」について 

 

 

２ 現状分析、実情把握、地域課題分析、実績評価支援 

事業名 実施内容 

(1) 地域課題分

析・実績評価

研修会 

○市町村が地域支援事業の評価を確実に実施することにより、当該地域支援事業を充実

させる取組に活用することができる保険者機能強化推進交付金等を確保し、地域包括

ケアシステムの深化・推進を図る 

 

(1) 日時 令和６年８月７日（水）午後１時３０から午後４時３０分まで 

(2) 方法 オンライン形式（Webex ミーティング） 

(3) 参加者 ３２人（２８市町村、東北厚生局及び県） 

(4) 内容等 

 イ 行政説明 

  ・令和７年度インセンティブ交付金について 

  ・令和６年度インセンティブ交付金該当状況調査結果について 

 ロ 講義・演習 

   保険者機能強化推進交付金等の評価指標の結果分析ツールについて 

国立保健医療科学院 主任研究官 大夛賀 政昭 氏 

                   主任研究官 柿沼 倫弘 氏  

 ハ 意見交換 

 

○市町村が一体的実施のハイリスクアプローチ及びポピュレーションアプローチを効果

的・効率的に実施することができるように、ＰＤＣＡサイクルにおける評価の位置づ

けを理解し、評価の手法を学ぶ 

 

(1) 日時 令和６年８月２７日（火）午後１時３０分から午後４時まで 

(2) 方法 集合形式（自治会館９階会議室） 

(3) 参加者 ２１人（２８市町村、国保連合会及び県） 
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(4) 内容等 

 イ 講義 

事業評価としてのポピュレーションアプローチについて 

仙台白百合女子大学人間学部健康栄養学科 教授 鈴木 寿則 氏 

 ロ グループディスカッション 

 

(2) 市町村デー

タの分析・調

査 

○「市町村別データ分析ツール」の操作方法について理解を深めるとともに、定量的デ

ータを利活用し、効率的・効果的な市町村支援を展開する 

 

(1) 日時 令和６年６月７日（金）午前１０時から正午まで 

(2) 方法 集合形式（県庁７階保健福祉部会議室） 

(3) 参加者 ８人（県保健福祉事務所及び長寿社会政策課） 

(4) 内容等 

イ 講義・実技 

「市町村別データ分析ツール」の操作方法について 

株式会社日本能率協会総合研究所 政岡 朋 氏 

 ロ 「市町村別データ分析ツール」を構成する各種統計資料について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自立支援・重度化防止等に向けた地域ケア会議、介護予防に関する市町村支援 

事業名 実施内容 

(1) みやぎフレ

イル対策市

町村サポー

ト事業 

○市町村が高齢者の健康寿命延伸に向け、効果的なフレイル対策を効率的にできるよう、

関係団体との連携、協働により市町村に対して技術的な支援を行うもの 

 

(1) 委託先 公益社団法人宮城県栄養士会 

(2) 業務内容 

 イ みやぎフレイル対策関係者会議 

   フレイル対策に係る有識者や関係団体の代表者を交えて、宮城県フレイル対策市

町村サポート事業への意見聴取及び全体の進捗管理を行う。 

   １回目 令和６年８月２０日（火）午後２時から午後３時まで 

   ２回目 令和７年２月２５日（火）（予定） 

 ロ みやぎ健康支援アドバイザー派遣による市町村支援 

   住民主体の通いの場への積極的関与や高齢者のいる世帯へのアウトリーチ支援等

に係る市町村等からの派遣要請に対し、みやぎ健康支援アドバイザーを派遣して市

町村支援を行う。 

期間：令和６年４月から令和７年３月まで 
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派遣先：１４市町村 

（仙台市、塩竈市、気仙沼市、名取市、角田市、多賀城市、登米市、栗原市、富

谷市、村田町、柴田町、丸森町、大郷町、大衡村） 

派遣回数：４３回（内容：通いの場等への出前講座） 

テーマ内訳（薬：１２回、食生活：２３回、口腔：１３回、運動・リハビリ：６

回、外出・社会参加１回） 

 ハ フレイル対策に係る人材育成 

   フレイル対策を担う市町村職員等を対象に、フレイル対策に関する制度や県内外

での取組等に関する研修を行う。 

   １回目 令和６年１１月１４日（木）午後２時から午後４時３０分まで 

講義 フレイル対策とフレイルサポーター事業について 

東京大学高齢社会総合研究機構 機構長・教授 

未来ビジョン研究センター教授 飯島 勝矢 氏 

事例発表 フレイル対策事業の取組事例（仙台市、気仙沼市） 

２回目 令和７年１月２４日（金） 午後２時から午後３時３０分まで 

事例発表 フレイル対策事業の取組事例（大崎市） 

 

(2) アドバイザ

ー派遣、先行

自治体視察

支援 

○地域の多様な資源を活用しながら、市町村が実施する地域支援事業が効果的に展開さ

れるよう各種事業の企画・運営を支援する 

＊各事務所実施計画の値 

(1) 介護予防・日常生活支援事業 

 (1) アドバ

イザー派遣 

(2) 研修会

等の開催 

(3) 連絡会

等の開催 

(4) その他

支援 
計 

(1)仙南 0 0 0 0 0 

(2)仙台 1 0 0 0 1 

(3)北部 1 1 0 0 2 

(4)東部 1 1 0 1 3 

(5)気仙沼 0 0 0 0 0 

(6)長寿 0 0 0 1 1 

計 3 2 0 2 7 

(2) 包括的支援事業 

 (1) アドバ

イザー派遣 

(2) 研修会

等の開催 

(3) 連絡会

等の開催 

(4) その他

支援 
計 

(1)仙南 9 0 0 1 10 

(2)仙台 3 0 5 8 16 

(3)北部 9 1 0 6 16 

(4)東部 0 0 1 0 1 

(5)気仙沼 16 0 0 1 17 

(6)長寿 2 0 0 2 4 

計 39 1 6 18 64 

 

 

(3) 高 齢 者 の

「難聴」と

「誤嚥性肺

炎」の正しい

理解と対応

に関する普

及啓発事業 

○高齢者の認知症発症のリスクに関与し社会参加を妨げる原因となりうる「難聴」、 高

齢者が発症する肺炎の中でもっとも多いとされる「誤嚥性肺炎」の正しい理解と対応

方法について普及啓発を図ることにより市町村が行う健康寿命の延伸に向けた介護予

防、フレイル対策、認知症予防の取組を支援する 

 

(1) 内容 

  東北大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野難聴地域医療学 

  教授 香取 幸夫 氏 

 イ 市町村及び地域包括支援センターが開催する住民等向けの講演会、通いの場での

出前講話等への講師派遣 

 ロ 支援者向け研修（オンデマンド配信） 
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(2) 期間 令和６年７月から令和７年３月まで 

(3) 派遣先 ３市（仙台市、石巻市、岩沼市） 

(4) 派遣回数 １１回（内容：高齢者、支援者向け研修会等３回、高齢者向け研修会等

８回） 

(5) 延べ参加者数 ４２５人 

 

 

４ リハビリテーション専門職等の活用支援 

事業名 実施内容 

(1) リハビリテ

ーション専

門職等の広

域派遣調整

に係る関係

者連絡会 

３ 自立支援・重度化防止等に向けた地域ケア会議、介護予防に関する市町村支援 

(2) アドバイザー派遣、先行自治体視察支援【再掲】 

 

各高齢者福祉圏域の実情に応じて、研修会の開催、アドバイザー及び職員派遣等によ

る現地支援の実施。 

(2) 地域の実情

に応じた課

題解決及び

人材育成研

修会 

(3) リハビリテ

ーション専

門職等の人

材育成研修

会 

 

５ 地域包括ケアシステムの深化・推進支援 

事業名 実施内容 

(1) 事業所管理

者向け研修

会 

３ 自立支援・重度化防止等に向けた地域ケア会議、介護予防に関する市町村支援 

(2) アドバイザー派遣、先行自治体視察支援【再掲】 

 

各高齢者福祉圏域の実情に応じて、研修会の開催、アドバイザー及び職員派遣等によ

る現地支援の実施。 

 

(2) 在宅医療・

介護連携に

関する研修

会 

○市町村等職員を対象に、地域で取り組むＡＣＰ啓発の必要性や実践について学び、高

齢者の意思決定支援に係る技術向上を図るとともに、高齢者本人にとって最適な医療・

介護を実現するための在宅医療・介護連携を推進する 

 

(1) 日時  

 イ 大河原会場 令和６年８月６日（火） 

 ロ 登米会場  令和６年８月２０日（火） 

 ハ 仙台会場  令和６年８月２３日（金） 

 全会場：午後１時３０分から午後４時３０分まで 

(2) 方法 集合形式（大河原合同庁舎、登米合同庁舎、本庁分庁舎） 

(3) 参加者 ８０人（大河原会場：１４人、登米会場：３３人、仙台会場３３人） 

(4) 内容等 

イ 講義 地域で始めるＡＣＰ 

～元気なうちから始める意思決定とその支援について～ 

みやぎ健康支援アドバイザー 吉崎 伸一 氏 

（ＬｉｎｋＷｏｒｋｅｒｓ代表） 

ロ 実技 ＬＩＦＥカードを使ったグループワーク 
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６ 一般県民への普及啓発 

事業名 実施内容 

一般県民への普

及啓発（みやぎ

フレイル予防普

及啓発事業） 

○県民に対し「自立支援」、「介護予防」、「フレイル予防」の正しい知識と理解に係る啓

発及び市町村が実施する介護予防事業の後方支援を行い、高齢者の健康及び社会参加

の促進を図るもの 

 

(1) 委託先 株式会社宮城テレビ放送（公募型企画提案（プロポーザル）方式） 

(2) 業務内容 

 イ 認知向上・意識定着のための情報発信 

   マスメディア、ソーシャルメディア等を活用し、フレイル予防及びプレフレイル

予防、社会参加促進に関する肯定的なイメージを持たせるための露出を行う。 

  ・「OH！得だモン」での告知      令和６年１０月１５日（火） 

  ・「ちょっとブレイクタイム」での告知 令和６年１１月２日（土） 

  ・「OH！バンデス」でのフレイル特集  令和６年１１月５日（火） 

 ロ フレイル予防の理解促進のためのイベントの実施 

   フレイル予備群、該当者にあたる高年期（６５歳以上）の方やその子ども世代な

どに対し、フレイル予防及びプレフレイル予防に関する正しい理解を促すとともに、

フレイル・プレフレイルの具体的なイメージ及び興味・関心を持たせるためのイベ

ントを実施する。 

・イベント名称：宗さんと！フレイル予防フェスタ in 多賀城 

・日時：令和６年１２月７日（土）午後２時から午後３時３０分まで 

  ・会場：多賀城市文化センター 大ホール 

 

 

７ 健康・生きがいづくり事業 

事業名 実施内容 

高齢者社会参加

促進事業 

〇高齢者福祉の向上及び元気な高齢者の社会参加の促進のため、地域活動の核となる者

の養成・確保を行うとともに、高齢者の外出機会を増やすことにより、高齢者の社会

活動の推進及び生きがいと健康づくりに繋げるもの。 

 

(1) 委託先 宮城県老人クラブ連合会 

(2) 業務内容 

 イ 宮城県老人クラブ連合会新規会員を獲得するための取組（普及啓 

ロ 宮城県老人クラブ連合会現会員の社会活動推進に繋がる取組（介護 予防） 

 ・クーポンブック協力企業による社会参加の促進支援 

 ・県内温泉施設情報リーフレットの作成、配布 

 

 

８ 宮城県地域包括ケア推進協議会 

事業名 実施内容 

宮城県地域包括

ケア推進協議会 

〇県内の関係機関、団体等が連携・協力し、一体となって、宮城県の地域包括ケア体制

を構築することを目的とするもの 

 

(1) 幹事会 

 イ 第４期地域包括ケア推進アクションプラン（案）の検討 

  ・開催方法・日時：書面・令和６年７月２２日から８月５日まで 

 ロ 地域包括ケア推進協議会在り方の検討 

  ・開催方法・日時：オンライン予定・令和７年１月予定 

(2) 総会 

 イ 第４期地域包括ケア推進アクションプランについて 

  ・開催方法・日時：書面・令和６年１０月９日から１０月２９日まで 

 ロ 地域包括ケア推進協議会在り方について 

  ・開催方法・日時：書面予定・令和７年２月予定 

 

 


